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用意するもの トイレットペーパー芯

しん

２本、ラシャ紙（黒、8cm×8cm）、厚紙
あつがみ

１枚、プリズムシート R300*、
セロテープ、ハサミ、カッター、定規、コンパス、輪ゴム 1本 

 
 
	 遮光

しゃこう

筒
つつ

の長さは 20～25㎝が最適
さいてき

、直径
ちょっけい

は 4㎝前後で良い、 
ここではトイレットペーパー芯を 2つつないで利用しました。 
長さは 21.5㎝、直径 4.0㎝です（図 1）。 
作り方 
① スリット蓋

ふた

を作る 
・トイレットペーパー芯の直径をはかる。 
・ラシャ紙に測定

そくてい

した直径の円を描
か

く。 
・描いた円の半径

はんけい

より 20mm長い半径の同心円を描く。 
・内側

うちがわ

の円と外側
そとがわ

の円の間
あいだ

を 16等分
とうぶん

した刻みを入れる 
円の中心に 1㎜くらいの針穴をあける（図 2）。 
・すべての刻みを同じ側に折ってトイレットペーパー芯に

かぶせる。 
・折り曲げた短冊

たんざく

の周りをセロテープでとめる。スリット

蓋と遮光筒は独立して回転できるようにしておく。 
② 回折

かいせつ

格子
こ う し

を筒に着ける 
・厚い紙で遮光筒の直径の長さを1辺とする正方形を作る。 
・その中心に 2㎝の正方形を切り取り、回折格子枠を作る。 
・購入した回折格子のシートをもとの形の縦横に沿って 2
㎝×3㎝に切り取り、回折格子枠の裏側

うらがわ

にセロテープで張り

付ける。 
・回折格子枠の 4 角を筒の直径に合うように回折格子を張
っている側に折って遮光筒のスリットと反対側にセロテー

プで取り付け固定する（図 3）。 
使い方 
① スリット蓋を光源

こうげん

（蛍光灯
けいこうとう

や白熱
はくねつ

電球
でんきゅう

）に向け、回折格子

の方からのぞきます。スリット蓋を回転させてください。 
② 目を傷めるので、決して太陽に向けてはいけません。 
考えよう 
① スリット蓋に 1つ穴がある場合の模様

も よ う

（図 5）の特徴
とくちょう

をま

とめてみよう。色の分れ方？回折

格子を回転してみたら？蛍光灯と

白熱電球の違
ちが

い？等々 
② スリット蓋の中心に 1 ㎝四方の
頂点
ちょうてん

にスリット孔 4 つ開けた場
合（図 4）の模様（図 6）の特徴。 

③ この現象
げんしょう

が起
お

こる原因
げんいん

を考えて

みよう。 
*回折格子：プリズムシート R300は商品名です。検索して Amazonで買いました。 
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回折格子で作る虹色万華鏡 
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